
                                    

                                                                         

地震･台風･不審者等緊急時の対応について 

 

 大阪池田小学校の事件、東日本大震災、紀南地方を襲った台風 12 号の例に見るように、子どもたちにとって、

絶対安全でなければいけないはずの学校にも、いつ何時、危険なことが起きるかもしれません。決して起こって

ほしくはありませんが、もしもの時には、私たち教職員は、全力を尽くして子どもたちの命を守る覚悟です。ま

た、子どもたちにも、毎学期、避難訓練（火災、不審者、津波対応）を実施して、自分の命を守るための防災教

育を徹底しています。つきましては、子どもたちが学校にいる時に、地震や火事、台風、不審者等の緊急事態が

起きたときの避難方法についてお知らせしますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

緊急時の避難方法 

○火災の時・・・･・・・・・運動場に避難します。 

○不審者侵入の時・・・・・・不審者から子どもを回避し、安全な場所に誘導します。 

○地震が起きたとき・・・・・｢落ちてこない･倒れてこない･移動してこない｣場所に避難し、揺れ

が治まってから、運動場に避難します。 

○津波警報が発表されたとき・・小学校校舎 4 階に避難します。 

 

警報発表時・緊急時の下校及びお迎えについて 

                  

 

 

 

 

 

 

 

一斉下校の際は、メール連絡システムにてお知らせします。 

上記の対応で不都合のある方は、その旨、学校までご連絡ください。 

 

差し迫った危険が予想されない時 

（例）大雨洪水警報が発表されている

が、台風接近まで時間がある。 

教職員が通学路の安全を確認

してから要所に立ち、子どもた

ちの安全を見守る中で、一斉下

校します。 

危険が迫っている時 

（例）・津波警報が発表された。 

   ・通学路が危険で下校できない。 

子どもたちは、学校で待機し

ます。保護者の方は、まずは

ご自身の安全を確保し、状況

が落ち着いてから迎えに来て

ください。 


